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	対象とする問題の概要　
	アフリカ諸地域においては、エコツーリズムは動物保護のための資金源としてその将来性を期待されている。マダガスカルにおいては、大小合わせて約60の保護区があるが、長期にわたる動物の生態研究を保護区管理の施策に反映させる試みはあまり例がない。地域住民とのかかわり、行政からの働きかけなどの人側からの研究に加えて、長期にわたる動物側からの研究も保護区管理にはかかせないといえるだろう。
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